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＜病棟連絡事項＞
・入院対応する際、今後確認していくようにお願いします。電子カルテの付箋へも入力してください。アナムネへも残してください
①コロナワクチン2回目の接種日（日付）
実施の有無だけではなく、接種日も確認
②インフルエンザワクチンの実施の有無と接種日
未実施の場合、当院で実施するかの希望は今まで通り確認はしてください。
「日付を確認するのは」
※今後、3回目のコロナワクチン接種（8か月空ける）や他のワクチン実施（2週間以上空ける）など調整が必要になるためです。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・馬渡　照雄～東合併症室

【退院】
・福島　司子様

＜患者様連絡事項＞

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。他室侵入し私物弄りあり。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。指示にて9:00～17:00拘束解除している。奇声発し不穏著しい事があり、都度継続指示使用している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　洋光様～身体拘束中。循環障害無し。危険行動なども見られず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・三浦　みよ子様～確認行為の頻回さあり。日中もスタッフへの話し掛けが多く見られている。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年11月9日 12:54
　氏　　名：馬渡　照雄様　　
　生年月日：昭和21年10月28日　75歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　（経過）
[bookmark: _GoBack]　自宅で妻と2人で暮らしており、次男は市内在住。R3年6月に自宅付近を散歩していた際に転倒し、近所の人に連れて帰ってきてもらったことがあった。以降家族が外出を控えさせるようになっていたが、それ以前はADLは自立し、近所の散歩程度の外出は単独で行っていた。同年9月初旬より徘徊、易怒性等の行動心理症状が目立ち、八戸赤十病院神経内科を初診しアルツハイマー型認知症疑いと診断される。以後外来通院にて治療を継続していた。9/20頃より食事摂取が困難となり水分のみ摂取している状況であった。10/4ケアマネが訪問し、ぐったりとしている所を発見して、救急要請し同院へ搬送される。身体数ヶ所に渡り、褥瘡の処置が必要な状況であった。脱水の診断にて同院へ入院加療を開始し、補液を開始。現在は食事摂取量の低下からご家族の同意を得て、経管栄養を開始している。現在は脱水症状も落ち着き、今後は施設入所を希望されていることから、専門治療、環境調整目的にて当院へ転入院の予定となる。転入院調整中に尿路感染症を発症し、抗生剤治療が開始となったため一時保留となっていたが、10/18に抗生剤治療が終了し調整再開の依頼あり。再調整し、11/9東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
